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【手続補正書】
【提出日】令和3年5月7日(2021.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｖ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッ
グであって、
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【化１】

式中、
　Ｒ１とＲ２はそれぞれ独立して、Ｈ、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル－ＯＲ２３、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ（ヘテロシクロア
ルキル）ＣＨ２ＮＨ２、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）ＣＨ２ＣＮ
、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｏ）ＯＲ２３、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＲ２１

Ｒ２２、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２５Ｒ２６、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ル－Ｎ（Ｒ２３）Ｃ（Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６）アルキルＮＲ２１Ｒ２２、－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル－Ｎ（Ｒ２３）Ｃ（Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ
（Ｏ）Ｎ（Ｒ２３）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｒ２３）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ヘテロシクロアルキル、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－
ＮＲ２３Ｃ（＝ＮＨ）ＮＲ２１Ｒ２２、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＲ２３Ｃ（＝ＮＨ
）Ｒ２３、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－［（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＲ２１Ｒ２２］２

、－（Ｃ１－Ｃ６）ヘテロアルキル、または随意に置換されたヘテロシクロアルキルであ
り；
　またはＲ１とＲ２、およびそれらが付着している原子は、随意に置換されたヘテロシク
ロアルキル環を形成し；
　Ｒ６、Ｒ７、およびＲ８はそれぞれ独立して、Ｈ、フルオロ、ヒドロキシル、アミノ、
随意に置換されたアルキル、ヘテロアルキル、または－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルであり；
　Ｒ９は、Ｈ、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、または－（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルであり；
　Ｒ１０は、Ｈ、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、または－
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルであり；
　またはＲ９とＲ１０は、結合してヘテロシクロアルキルまたはシクロアルキルの環を形
成し；
　Ｒ１１とＲ１２はそれぞれ独立して、Ｈ、－ＮＨ２、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＯＲ２３、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＳＲ２３、－（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル－Ｃ（Ｏ）ＯＲ２３、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＲ２１Ｒ２２、－（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル－ＮＲ２３ＯＲ２３、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＲ
２３ＯＲ２３、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＲ２５Ｒ２

６、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＣＮ、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＲ２３Ｃ（Ｏ）Ｒ
２３、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２５Ｒ２６、－（Ｃ１－Ｃ６）ヘテロア
ルキル－ＣＯ２Ｈ、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｎ（Ｈ）ＣＨ＝ＮＨ、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ（ＮＨ２）
＝ＮＨ、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝ＮＨ）ＮＨ２、－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル－Ｎ（Ｈ）Ｓ（Ｏ）２ＮＲ２５Ｒ２６、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｎ（Ｈ）Ｓ（
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Ｏ）２（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２

５Ｒ２６、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルＣ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）［随意に置換された（Ｃ２－Ｃ６

）アルキル］－ＯＲ２３、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルＮ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル－ＯＲ２３、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルＣ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）ヘテロシクロアルキル、
－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルＣ（Ｏ）ＮＲ２５Ｒ２６、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｎ（Ｈ
）－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＲ２５Ｒ２６、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－
Ｎ（Ｈ）－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルＣ（Ｏ）ＮＲ２５Ｒ２６、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
－ヘテロシクロアルキル、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｎ（Ｈ）ヘテロ
シクロアルキル、または－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ヘテロアリールであり；
　またはＲ１１とＲ１８は、結合して随意に置換されたヘテロシクロアルキル環を形成し
；
　および、Ｒ１２はＨであり；
　Ｒ１５、Ｒ１６、Ｒ１７、およびＲ１８はそれぞれ独立して、Ｈ、－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＯＲ２３、－（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｏ）ＯＲ２３、または－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＲ２１

Ｒ２２であり；
　Ｘは、随意に置換されたヘテロアリールであり；
　Ｙは、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、－（
Ｃ２－Ｃ６）アルケニル－、－（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－
Ｎ（Ｒ２４）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、－Ｏ（Ｃ６

－Ｃ１０）アリール－、－Ｎ（Ｒ２４）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、－Ｎ（Ｒ２４）ＳＯ

２（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、－Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、－Ｃ
（Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、－Ｓ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、－ＳＯ２（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、随意に置換された－（Ｃ３

－Ｃ７）シクロアルキル－、随意に置換された－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２４）アリール－、随意
に置換された－Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）アリール－、随意に置換された－Ｎ（Ｒ２４）ＳＯ

２アリール－、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、随意に置換されたアリール、ま
たは随意に置換されたヘテロアリールであり；
　Ｚは、Ｈ、ハロゲン、－ＮＨ２、－ＣＮ、－ＣＦ３、－ＣＯ２Ｈ、－（Ｃ１－Ｃ１２）
アルキル、－（Ｃ２－Ｃ１２）アルケニル、－ＣＨ＝（（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル）
、－（Ｃ２－Ｃ１２）アルキニル、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ２５Ｒ２６、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ１２）
アルキル、－Ｓ－（Ｃ１－Ｃ１２）アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ１０）［随意に置換され
た（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル］、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＯＲ２３、－（Ｃ

１－Ｃ１２）アルキル－ＯＲ２３、－（Ｃ１－Ｃ１２）アルキル－ＣＮ、－Ｓ－（Ｃ１－
Ｃ１２）アルキル、－Ｎ（Ｒ２４）（Ｃ１－Ｃ１２）アルキル、－Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）
（Ｃ１－Ｃ１２）アルキル、随意に置換された－（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、－（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ヘテ
ロシクロアルキル、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、随意に置換されたアリール
、または随意に置換されたヘテロアリールであり；
　Ｒ２１およびＲ２２はそれぞれ独立して、Ｈ、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（Ｃ１－
Ｃ６）ヘテロアルキル、－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＣＯ２Ｈ、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｏ（Ｃ１－Ｃ６）ハロア
ルキル、－Ｃ（＝ＮＨ）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－Ｃ（＝ＮＨ）Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｃ
（Ｏ）Ｎ（Ｒ３１）２、または－ＳＯ２Ｎ（Ｒ３１）２であり；
　またはＲ２１とＲ２２、およびそれらが付着する窒素原子は、ヘテロシクロアルキル環
を形成し；
　Ｒ３１はそれぞれ独立して、Ｈまたは－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルであり；
　または２つのＲ３１と、それらが付着する窒素原子は、ヘテロシクロアルキル環を形成
し；
　Ｒ２３はそれぞれ独立して、Ｈまたは－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルであり；
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　Ｒ２４はそれぞれ独立して、Ｈまたは－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルであり；
　Ｒ２５とＲ２６はそれぞれ独立して、Ｈまたは随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルであり；
　またはＲ２５とＲ２６、およびそれらが付着する窒素原子は、ヘテロシクロアルキル環
を形成し；
　Ｒ２７はそれぞれ独立して、ハロゲン、－ＮＲ２３Ｒ２４、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｒ２３、－
ＮＨＣ（Ｏ）ＮＲ２３Ｒ２４、ニトロ、ヒドロキシル、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６）ヘテロアルキル、随意に置換された－（
Ｃ１－Ｃ６）ヘテロアルキルオキシ、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６）ヘテロアルキル
アミノ、－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、または－Ｓ
（Ｏ）２（Ｃ１－Ｃ６）アルキルであり；
　または、Ｒ１とＲ２７、およびそれらが付着する原子は、随意に置換された５－または
６－員のヘテロシクロアルキル環を形成し；
　Ｒ２８はそれぞれ独立して、ハロゲン、－ＮＲ２３Ｒ２４、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｒ２３、－
ＮＨＣ（Ｏ）ＮＲ２３Ｒ２４、ニトロ、ヒドロキシル、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６）ヘテロアルキル、随意に置換された－（
Ｃ１－Ｃ６）ヘテロアルキルオキシ、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６）ヘテロアルキル
アミノ、－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、または－Ｓ
（Ｏ）２（Ｃ１－Ｃ６）アルキルであり；
　またはＲ２とＲ２８、およびそれらが付着する原子は、随意に置換された５－または６
－員のヘテロシクロアルキル環を形成し；
　ｐは、０、１、または２であり；および
　ｑは、０、１、または２である、
化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項２】
　Ｒ６、Ｒ７、およびＲ８はＨである、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許
容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項３】
　Ｒ１５およびＲ１６はＨである、請求項１または２に記載の化合物、またはその薬学的
に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項４】
　Ｒ１７は－ＣＨ３である、請求項１－３のいずれか１つに記載の化合物、またはその薬
学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項５】
　Ｒ１８はＨである、請求項１－４のいずれか１つに記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項６】
　Ｒ９は－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルである、請求項１－５のいずれか１つに記載の化合物
、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項７】
　Ｒ９は－ＣＨ３である、請求項６に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、
溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項８】
　Ｒ１１は－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＯＲ２３である、請求項１－７のいずれか１つに
記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項９】
　Ｒ１１は－ＣＨ２ＣＨ２ＯＨである、請求項１－８のいずれか１つに記載の化合物、ま
たはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項１０】
　Ｒ１１は－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルである、請求項１－７のいずれか１つに記載の化合
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物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項１１】
　Ｒ１１は－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＲ２１Ｒ２２である、請求項１－７のいずれか
１つに記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッ
グ。
【請求項１２】
　Ｒ１１は－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＮＨ２である、請求項１－７のいずれか１つに記
載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項１３】
　Ｘは、ハロゲン、－ＣＮ、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、随意に置換さ
れた－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ＯＲ２３、－ＮＲ２５Ｒ２６、および－ＮＯ２から
独立して選択された置換基で、一置換または二置換されたヘテロアリールである、請求項
１－１２のいずれか１つに記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、
あるいはプロドラッグ。
【請求項１４】
　Ｘは、ハロゲン、－ＣＮ、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、随意に置換さ
れた－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ＯＲ２３、－ＮＲ２５Ｒ２６、または－ＮＯ２から
独立して選択された置換基で、一置換または二置換されたピリジニルまたはピリミジニル
である、請求項１－１２のいずれか１つに記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な
塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項１５】
　Ｙは随意に置換されたアリールである、請求項１－１４のいずれか１つに記載の化合物
、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項１６】
　Ｙは随意に置換されたヘテロアリールである、請求項１－１４のいずれか１つに記載の
化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項１７】
　Ｙは随意に置換された－（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル－である、請求項１－１４のい
ずれか１つに記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロ
ドラッグ。
【請求項１８】
　Ｙは随意に置換されたヘテロシクロアルキルである、請求項１－１４のいずれか１つに
記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、あるいはプロドラッグ。
【請求項１９】
　請求項１に記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、またはプロ
ドラッグ、および薬学的に許容可能な賦形剤を含む、医薬組成物。
【請求項２０】
　哺乳動物の細菌感染の処置のための薬剤の製造における、請求項１に記載の化合物、あ
るいはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、またはプロドラッグの使用。
【請求項２１】
　細菌感染は、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａ
ｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｃｉｄｏｖｏｒａｎｓ、Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｌｃａｌｉｇｅｎｅｓ、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｕｔｉｄａ
、Ｓｔｅｎｏｔｒｏｐｈｏｍｏｎａｓ　ｍａｌｔｏｐｈｉｌｉａ、Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒ
ｉａ　ｃｅｐａｃｉａ、Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｉａ、Ｅｓｃｈｅｒｉ
ｃｈｉａ　ｃｏｌｉ、Ｃｉｔｒｏｂａｃｔｅｒ　ｆｒｅｕｎｄｉｉ、Ｓａｌｍｏｎｅｌｌ
ａ　ｔｙｐｈｉｍｕｒｉｕｍ、Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈｉ、Ｓａｌｍｏｎｅｌｌ
ａ　ｐａｒａｔｙｐｈｉ、Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｅｎｔｅｒｉｔｉｄｉｓ、Ｓｈｉｇｅ
ｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ、Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ、Ｓｈｉｇｅｌ
ｌａ　ｓｏｎｎｅｉ、Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒ　ｃｌｏａｃａｅ、Ｅｎｔｅｒｏｂａｃ
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ｔｅｒ　ａｅｒｏｇｅｎｅｓ、Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ、Ｋｌｅｂ
ｓｉｅｌｌａ　ｏｘｙｔｏｃａ、Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ、Ｆｒａｎｃ
ｉｓｅｌｌａ　ｔｕｌａｒｅｎｓｉｓ、Ｍｏｒｇａｎｅｌｌａ　ｍｏｒｇａｎｉｉ、Ｐｒ
ｏｔｅｕｓ　ｍｉｒａｂｉｌｉｓ、Ｐｒｏｔｅｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｐｒｏｖｉｄｅ
ｎｃｉａ　ａｌｃａｌｉｆａｃｉｅｎｓ、Ｐｒｏｖｉｄｅｎｃｉａ　ｒｅｔｔｇｅｒｉ、
Ｐｒｏｖｉｄｅｎｃｉａ　ｓｔｕａｒｔｉｉ、Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｂａｕｍａ
ｎｎｉｉ、Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｃａｌｃｏａｃｅｔｉｃｕｓ、Ａｃｉｎｅｔｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔ
ｉｃａ、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｅｓｔｉｓ、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒ
ｃｕｌｏｓｉｓ、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ、Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｐ
ｅｒｔｕｓｓｉｓ、Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｐａｒａｐｅｒｔｕｓｓｉｓ、Ｂｏｒｄｅｔ
ｅｌｌａ　ｂｒｏｎｃｈｉｓｅｐｔｉｃａ、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚ
ａｅ、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｐａｒａｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕ
ｓ　ｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉ
ｃｕｓ、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｄｕｃｒｅｙｉ、Ｐａｓｔｅｕｒｅｌｌａ　ｍｕｌｔ
ｏｃｉｄａ、Ｐａｓｔｅｕｒｅｌｌａ　ｈａｅｍｏｌｙｔｉｃａ、Ｂｒａｎｈａｍｅｌｌ
ａ　ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓ、Ｈｅｌｉｃｏｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ、Ｃａｍｐｙｌ
ｏｂａｃｔｅｒ　ｆｅｔｕｓ、Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ、Ｃａｍｐｙ
ｌｏｂａｃｔｅｒ　ｃｏｌｉ、Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｒｇｄｏｒｆｅｒｉ、Ｖｉｂｒｉ
ｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ、Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ、Ｌｅｇｉｏ
ｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｐｈｉｌａ、Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
、Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ、Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉ
ｔｉｄｉｓ、Ｋｉｎｇｅｌｌａ、Ｍｏｒａｘｅｌｌａ、Ｇａｒｄｎｅｒｅｌｌａ　ｖａｇ
ｉｎａｌｉｓ、Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ、Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｄｉｓｔａｓｏｎｉｓ、Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　３４５２Ａ　ｈｏｍｏｌｏｇｙ　ｇｒ
ｏｕｐ、Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ、Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａ
ｌｕｓ、Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ、Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ、Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｅｇｇｅｒｔｈｉｉ、Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｌａｎｃｈｎｉｃｕｓ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｄｉｆｆｉｃ
ｉｌｅ、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｉｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ、
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｌｅｐｒａｅ、Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐ
ｈｔｈｅｒｉａｅ、Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｕｌｃｅｒａｎｓ、Ｓｔｒｅｐｔ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ａｇａｌａｃｔ
ｉａｅ、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　
ｆａｅｃａｌｉｓ、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃｉｕｍ、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ、Ｓ
ｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉｕｓ、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｈｙｉｃｕｓ　ｓｕｂ
ｓｐ．　ｈｙｉｃｕｓ、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ、Ｓ
ｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｈｏｍｉｎｉｓ、または、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ
　ｓａｃｃｈａｒｏｌｙｔｉｃｕｓに関係する感染である、請求項２０に記載の使用。
【請求項２２】
　細菌感染がグラム陰性菌に関係する感染である、請求項２０または２１に記載の使用。
【請求項２３】
　前記処置が薬剤の局所投与を含む、請求項２０－２２のいずれか１つに記載の使用。
【請求項２４】
　前記処置が第２の治療薬を投与することをさらに含む、請求項２０－２２のいずれか１
つに記載の使用。
【請求項２５】
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　第２の治療薬がＳｐｓＢ阻害剤ではない、請求項２４に記載の使用。
【請求項２６】
　第２の治療薬が、アミノグリコシド系抗生物質、フルオロキノロン抗生物質、β－ラク
タム抗生物質、マクロライド抗生物質、グリコペプチド抗生物質、リファンピシン、クロ
ラムフェニコール、フルオラムフェニコール、コリスチン、ムピロシン、バシトラシン、
ダプトマイシン、またはリネゾリドである、請求項２５に記載の使用。
【請求項２７】
　第２の治療薬がβ－ラクタム抗生物質である、請求項２６に記載の使用。
【請求項２８】
　β－ラクタム抗生物質がペニシリン、モノバクタム、セファロスポリン、セファマイシ
ン、およびカルバペネムから選択される、請求項２７に記載の使用。
【請求項２９】
　β－ラクタム抗生物質が、アズロシリン、アモキシシリン、アンピシリン、ドリペネム
、メロペネム、ビアペネム、セファマンドール、イミペネム、メズロシリン、セフメタゾ
ール、セフプロジル、ピペラシリン／タゾバクタム、カルベニシリン、セファクロル、セ
ファロチン、エルタペネム、セファゾリン、セフェピム、セフォニシド、セホキシチン、
セフタジジム、オキサシリン、セフジニル、セフィキシム、セフォタキシム、セフォテタ
ン、セフポドキシム、セフチゾキシム、セフトリアキソン、ファロペネム、メシリナム、
メチシリン、モキサラクタム、チカルシリン、トモペネム、セフトビプロール、セフタロ
リン、フロモキセフ、セフピロム、およびセフォゾプランから選択される、請求項２７に
記載の使用。
【請求項３０】
　β－ラクタマーゼ阻害剤を投与することをさらに含む、請求項２７－２９のいずれか１
つに記載の使用。
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